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営繕積算システムRIBC2の主な変更点（Ver.7.10からVer.７.20） 
 

【内訳書作成システム】 

１） 数量書（金抜き内訳書）の金額欄「▲」出力機能 

① 印刷（Excel・PDF 出力） 

数量書（金抜き内訳書）を印刷（Excel・PDF 出力）する際に、『公共建築工事内訳書標準書

式（建築工事編）平成３０年版』に倣って、「スクラップ控除」等の金額表示がマイナスの場合、

金額欄に「▲」の出力が可能になりました。 

 

（『公共建築工事内訳書標準書式（建築工事編）平成３０年版』より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（プレビューイメージ） 
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② 内訳書（代価表は除く）を外部ファイル（Excel・CSV）に出力 

数量書（金抜き内訳書）を「内訳書（代価表は除く）を外部ファイル（Excel・CSV）に出力」

する際に、「スクラップ控除」等の金額表示がマイナスの場合、金額欄に「▲」の出力が可

能になりました。 

 

 

 

（出力イメージ） 
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２） 出来形数量及び出来高率の引き継ぎ機能 

例えば当初設計に対して出来高入力をおこなっていた場合、変更１回設計に出来形数量

及び出来高率の情報を引き継ぐ機能を追加しました。 
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３） 単価表（金入り）印刷機能 

標準単価ファイルの「公開情報」のデータ公開内容が「すべて」に設定されているのユーザー

は、内訳書作成システムから「単価表（金入り）」を印刷する機能を追加しました。 

 

（標準単価ファイルの「公開情報」） 

  

 

 

 

 

 

 

 


